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1. 2016年の皮膚リンパ腫患者は322人が新規登録された．
本年度は参加施設数がやや減少した．

2. T/NK細胞リンパ腫が84.2%，B細胞リンパ腫が13.7% 、
芽球性形質細胞様樹状細胞腫瘍 (BPDN) は2.2%でB

細胞リンパ腫が例年よりも減少した．

3. T/NK細胞リンパ腫では，発症頻度の高い順に，菌状息
肉症 50.0% 、成人T細胞白血病・リンパ腫 12.4%、原発
性皮膚未分化大細胞リンパ腫 7.1% であった．

4. 皮膚リンパ腫全体では，男女比が1.3 と男性に多く，診
断時年齢の中央値は67歳，平均値は63.7歳と高齢発症
であった．

5. 原発性皮膚びまん性大細胞型リンパ腫，下肢型をはじめ
として，原発性皮膚B細胞リンパ腫は女性に多く発症して
いる．
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1. 皮膚病変を有するATLL患者は，罹患率で70歳代にピークがあり，男女比2.9 と男性に多く発症していた．

2. ATLLの臨床病型はくすぶり型が半数をしめて最も多く，ついで急性型が九州沖縄地域で29%，その他の地域で20%であった．

3. 女性の罹患率も60歳代以降上昇するが男性ほど高くはなく，70歳代が60歳代・80歳代と比較するとやや低下していた．

4. 関東を基準とした地域別の罹患率を比較すると，九州沖縄地域は27.5倍と高く，この数字はHTLV-1キャリアの地域間差と比較しても高い数字である．

5. 罹患率の地域間差が高くなる要因は，感染経路の違い（非流行地では水平感染の要因が大きい可能性がある）や流行地域での登録率が高い可能性が考えられた．

1. 本邦ではT/NK細胞リンパ腫の頻度が欧米に比べ高
い傾向である．

2. 九州沖縄地域を中心に成人T細胞白血病・リンパ腫
の罹患者数が多く，皮膚リンパ腫全体でも菌状息肉
症に次いで頻度が高い．この点で欧米とは大きく異
なっている．

3. 今年度の調査では菌状息肉症の罹患比率が上昇し，
T/NK細胞リンパ腫の比率が上昇している．

4. 本邦ではB細胞リンパ腫の比率が欧米よりも低くなっ
ている．
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• 罹患者は60歳代にピーク，60-80歳代で全罹患患者の80%を占め，流行地・非流行地で差はない．

• 人口当たりの罹患率のピークは70歳代で，過去のATLLの罹患年齢と同様の傾向であった．

• 研究調査期間： 2008年1月1日－ 2015年12月31日 (8年間）

• データベース： 皮膚リンパ腫全国症例数調査

• 症例数： ATLL として登録→ 462症例
除外： 71症例は，臨床分類や皮膚病変の記載が不十分

→ 391症例について検討

• 地域区分： 施設所在地で6地域に区分(下図)

北海道東北，関東，中部，近畿，中四国，九州沖縄

• 罹患率は各地域の2010年の人口を基準に算出 （10万人あたり・年）

• 罹患者数は九州沖縄地区のみATLLがMFを上回って，もっとも罹患者数が多い病型であった．

• 罹患率では九州沖縄地域が関東の27.5倍，近畿および中国四国地域はそれぞれ，3.4倍，3.2倍で
あった．

男性の罹患率は70歳代に
ピーク M/F=2.9

臨床病型ではくずぶり型が約半数，急性型は九州沖縄地区で 29%

罹患者は地域に関係なく，高齢の男性に多い傾向


